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日常の中で人々が目を留める風景の 

特徴と意識に関する研究 
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日常の生活中で，特に意識が向けられることがない風景に対しても何かのきっかけで目が留まることが

ある．日常風景の重要性が意識されつつある中，本研究では，無意識的な状態において目が留まるような

日常の風景がどのようなものなのか，またどのようにして意識されるのかについて，日常風景に関する実

験的調査によって得られた写真とテキストデータより把握することを試みた．その結果，目が留まるよう

な日常の風景は風景の構成要素や当時の状況，印象などによって複数のタイプに分類でき，風景が意識さ

れる要因としては風景の中に存在する特定の要素のみならず，風景全体の構図や雰囲気，さらには主体の

心情や気分なども影響していることが明らかになった．さらに日常風景に対する再認識を高める第一歩と

して，主体が日常風景に興味・関心を持つことが重要であることが示唆された．
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1．研究の背景と目的

(1)研究の背景

日常の生活中で，特に意識が向けられることがな

い見慣れている風景に対しても，ふとした瞬間や何

かのきっかけで目が留まることがしばしばある．そ

のきっかけは例えば，木々から差し込む光，といっ

た些細なことである場合も少なくない．

 日常における風景については，景観分野において

後藤らによって「人間の営みが色濃くにじみでた景

観」と定義される「生活景」という概念 1)が 1990年
代後半より注目されており，住民や来訪者による生

活景の捉え方を対象とした研究 2)など，生活景を捉

えるために様々なアプローチがなされている．

また，2020（令和 2）年の新型コロナウイルス感染
症（以降「コロナ」と表記）拡大防止策として推進

されてきた大学の授業オンライン化や在宅勤務は定

着がみられ 3)4)，現代はライフスタイルの一つの転換

期を迎えているといえる．自宅および自宅周辺にい

る時間が長くなったことで，逆に身近な場所を歩く

など，日常的な環境へ意識が向く機会が増えたと想

定される．このようなことから，日常風景の重要性

が意識されており，さらに今後ますます高まると考

えられる．以上より，何気ない日常風景について考

える上で無意識的な状態において目が留まる風景に

着目することは，今後の日常風景に関する議論にお

いて一つの手がかりになると考えられる．

(2)研究の目的

本研究では，日常の中で無意識的な状態において

目が留まるような風景に着目し，そのときの状況や

眺めの構成要素・構図，および日常風景が意識され

る仕方に対する自省的考察を把握することで，日常

の中で目が留まるような風景はどのようなものなの

か，また，どのようにして意識されるのかを明らか

にする．

(3)既存研究の整理

本研究に関連する既存研究を以下に示す．

a)日常風景の価値を考察した研究

吉村 5)は，普段意識することのない身辺の風景を

「無名の風景」と呼び，そのような風景を題材とす

る写真家の写真作品および展覧会の方法を分析する

ことで「無名の風景」は無意識的に体験化され，身

体化されるような風景であることを論考した．

b)写真から景観タイプを把握した研究

平尾ら 6)の研究では，写真展に出展された写真を

対象として，対象地域における好まれる景観タイプ

の類型化を行っている．テキストから判断した景観

の意識要素と，写真から判断した構図的特性と構成

要素の結果から，17組の構図タイプに分類した． 
 既存研究より，日常の風景は自身の体験によって

捉えられること，好まれる日常の風景には構図や捉

え方にパターンが存在することが明らかになってい

る．しかし，対象地における住民の風景認識を考察
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する際，好きな，あるいは嫌いな風景を対象として

調査しているものが多く，選好性に捉われずに日常

風景そのものに着目して研究されているものは少な

い．日常風景の重要性が認識されつつある中，風景

の選好性だけでなく，普段意識されないような日常

風景を拾い上げ，整理することが必要と考えられる． 

 

(4)本研究の位置づけ 

本研究では，選好される日常風景に限らず，幅広

く日常風景について捉えることを試みる．日常風景

を扱った既存研究では写真分析かテキスト分析のど

ちらか一方での方法で考察しているものが多いが，

本研究では，写真とテキストの両面を考察の対象に

含めて進めていく．また，コロナの影響による生活

様式の転換により，自宅およびその周辺に滞在する

時間が長くなったことから，現在において日常風景

について扱う本研究には意義があると考える． 
 

(5)研究の方法 

 普段意識されないような日常風景に対する一定の

条件が揃ったデータを得るには，日常風景に改めて

目を向けてもらうことを促し，風景について考えて

もらう，という段階を踏むことが必要と考えられる．

そこで本研究では，実験的に日常風景に「目が留ま

ったとき」の写真撮影とアンケート調査を行う．実

験的方法をとることで，完全に無意識的な状態のデ

ータをとることはできないが，本研究の関心が日常

風景に対する主体の再認識を高めることにあること

からも，この方法をとることとした． 
 
2.アンケート調査 

(1)アンケート調査の目的と方法  

アンケート調査では，日常で目が留まった風景の

写真とそのときの状況のデータおよびそれに対する

主体の考察を把握する．アンケートでは「日常風景」

のイメージを持ちやすいよう「身近な眺め」という

言葉を用いている．アンケート調査の概要とアンケ

ート設問概要を示す（表-1，表-2）．回答方式は主に

予備調査や既存研究を参考にした項目による選択式

としている． 

 

表-1 アンケート調査の概要 

 

 

表-2 アンケートの設問概要 

 
 
(2)分析方法 

データ分析は大きく以下の 3つの流れで行う． 
a)回答者の属性の整理 

 回答者属性およびコロナ前後の行動の把握を行う．  
b)写真の分析 

 以下の 2つの仮説を立て，「撮影したきっかけ」を
「目が留まったきっかけ」と捉え，写真の類型化に

よって検証する（図-1）． 
 
・同じような風景でも目が留まるきっかけには複数 
のタイプが存在し，それは目が留まったときの状 
況やその場所を訪れる頻度，感じた気持ちや気分 
と関連性がある． 
・そのタイプごとに，写真に写されている要素およ 
 び写真の構図に共通する特徴がみられる． 

 

 

図-1 写真の分析の流れ 

 
c)自由記述回答の分析  

撮影した写真をふりかえってみて考えたことや気

づいたこと，また，日常風景について考えたことや

気づいたことについて記述してもらった回答を，そ

れぞれ KJ 法により整理する．これにより，日常風
景がどのようにして意識されているのかを考察する． 
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(3)回答者の属性 

回答者の居住年数と居住地周辺の様子の集計結果

を示す（表-3）． 
 
表-3 回答者の居住年数と居住地周辺の様子 

 

 
コロナ前後における外出行動の変化，日常風景や

まちへの認識の変化を示す（図-2，図-3）．外出行

動について，週 2，3回以上という回答に注目する
と，買い物に行く頻度と最寄りの駅やバス停に向か

う頻度は減少しており，散歩をする頻度は増加して

いた．日常風景やまちに関する認識は，「よくあ

る」と「ときどきある」と回答した人の割合は各質

問項目とも増加していた．以上より，普段の外出行

動として移動自体を目的とした「散歩」という行動

の占める割合が相対的に増えたことで，日常の風景

に意識が向くことが増えたと考えられる． 

 

 

図-2 居住地周辺における外出行動の変化 

 

 

図-3 日常風景やまちへの認識の変化 

 
3.目が留まる日常風景の特徴 

選択回答と自由記述回答を整理した上で，全ての

回答項目に IDを付与した（表-4）．次に収集した写

真を撮影対象，構図，時刻や気象などによって分類

し，「自然」「空」「まちなみ」「被写体」の 4つに大
別した（表-5）． 

表-4 撮影したきっかけの整理 

 

 
表-5 写真のグループ化 

 

 
以上のデータ整理後，写真グループごとに撮影し

たときの状況のタイプを分類するために回答項目に

付与した IDを使い，ward法に従ってクラスター分
析を行った．これより，自然グループ，空グループ，

まちなみグループではそれぞれ 6つ，被写体グルー
プでは 5つのクラスターを得られた（図-4）．グルー

プに共通する傾向として，同じクラスターに同時に

出現することが多い項目のまとまりとして「1a，3b，
4a，4b，4d」「3a，4h」「4c，4e」があることが読み
取れた．また否定的感情が出現するクラスターでは

同時に出現する項目数が他のクラスターと比較して

少なかった． 
次に得られたクラスター分析結果によるタイプご

とに対応する写真を見て，写真に写されている要素

や構図に共通する特徴があるかを確認した（表-6）． 
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図-4 クラスター分析結果 

表-6 タイプごとの状況と写真の特徴 
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表-6より，写真に写されている要素や構図に共通

する特徴の見られるタイプが存在することが確認さ

れた．要素・構図ともに様々な写真が存在したタイ

プとしては，CL.ⅰ4，CL.ⅱ2，CL.ⅲ2，CL.ⅳ5が
挙げられる．以上より，クラスター分析により概ね

2．2で立てた 2つの仮説に沿った結果が得られたと
いえる． 
自然グループでは，CL.ⅰ1や CL.ⅰ2のように奥

行きを感じられる構図やスペースのある空間を撮影

されることが多いことから，自然を感じると同時に

広さを感じられることが眺めに目が留まる要因の一

つであると考えられる．また背の低い植物より，樹

木のような一定の背の高さがある植物が撮影されや

すい傾向にある． 
 空グループでは CL.ⅱ1および CL.ⅱ3より，タイ
プが分かれる要因の一つに雲量があると考えられる．

また回答として否定的感情が選択されることはある

ものの，否定的感情を中心として構成されるクラス

ターは出現されなかったことから，空に目が留まる

ときはほとんどの場合において好印象がもたらされ

ていると考えられる． 
 まちなみグループでは，住宅や電線といった人工

的な構造物のみで構成された写真は，肯定的感情よ

りも否定的感情が選択される場合が多いことが明ら

かになった．肯定的感情が多く選択されるまちなみ

の風景としては，街路樹のように植物が同時に写さ

れた写真が多いことから，自然を感じられることが

肯定的感情を誘発する要因の一つであると考えられ 
 
 

る．また夜景も肯定的感情が多く選択される傾向に

あり，昼景と夜景では同一視点からの眺めであって

も印象が違って見えるために撮影される場合がある

ことが示唆される． 
 被写体グループでは，建物が中心に写されている

写真でも CL.ⅳ1 と CL.ⅳ2 のようにもたらす印象
が異なる場合があることが明らかになった．これよ

り，建物自体が悪印象を抱かせる要素となるのでは

なく，主体の視点や建物が視界に入る量によって目

が留まるときの印象が変化することが示唆された． 
 
4.日常風景への意識の仕方 

 自省的考察の分析のため，アンケートの最後の質

問の自由記述回答を KJ 法によって整理した．その
際，「撮影した写真をふりかえって気づいたこと」に

ついては個別の写真に対する記述を除き，複数の写

真に共通することや撮影という行為を通じ自身が考

えたことについての記述を対象とした（表-7，表-8）．  
表-7より，撮影した写真に対して，7種の大分類
から成る計 12 種類の考察が得られた．写真に共通
する特徴として指摘された要素には「自然」「人工物」

などのほか，「生活感」といった指摘も存在したこと

から，有形の要素だけでなくその場の環境や雰囲気

も眺めに目が留まるきっかけとして影響することが

考えられる．また同一視点からの眺めでも印象が変

化することの要因として，季節・天候・時刻といっ

た外的要因だけでなく，主体の当時の心情や気分と

いった内的要因も存在することが明らかになった． 
 
 表-7 撮影した写真をふりかえって気づいたこと 
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表-8より，日常風景については 3種の大分類から
成る計 15 種類の考察を得られた．コロナの影響に
より自宅および自宅周辺にいる時間が長くなったこ

とで日常風景を意識する頻度が増加したという記述

が見受けられたことから，日常的な環境に触れる時

間の量が日常風景を意識する頻度に影響していると

考えられる．加えて，今まで日常の風景に意識を向

けることがなかったということを認識した記述や，

日常風景に面白さを感じたために今後風景を意識し

ていきたいという記述も見受けられた．これより，

日常風景に対する再認識を高める第一歩として，日

常風景に興味・関心を持つことが重要であることが

示唆された． 
 

5.結論 

(1)得られた知見 

本研究では，日常風景に「目が留まったとき」の

写真撮影とアンケート調査を通じて，目が留まるよ

うな日常の風景がどのようなものなのか，また，ど

のようにして意識されるのかを把握した．その結果，

明らかになったことを以下に示す．目が留まるよう

な日常の風景は撮影対象，構図，時刻や気象などに

より 4グループに大別され，さらに当時の主体の状

況や感じた気持ちなどによって 23 タイプに分類さ

れた．また日常風景を意識するきっかけには視界に

入る風景の要素や気象の変化などの外的要因と，主

体の心情といった内的要因の両方が関係しているこ

と，日常風景を意識する頻度に影響する要因として 

 

 

主体の普段の外出頻度など居住地での滞在時間の多

さが関係することが明らかになった．さらに日常風

景に対する再認識を高めるには，日常風景に興味・

関心を持つことが重要であることが示唆された． 

 

(2)今後の課題 

 本研究は景観に関する授業を受講する大学生を対

象としていたため，対象地が限定されない調査とな

った．したがって対象地を特定の場所に限定し，「目

が留まる眺め」として回答された場所を具体的に特

定して整理することで，対象地域の日常の風景を認

識する手がかりの一つにすることができると考えら

れる． 
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表-8 日常風景について思うことや気づいたこと 
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